Diffusion of sulbactam and cefoperazone into the prostatic tissue by 岡村, 廉晴 et al.
Title Sulbactam (SBT)とCefoperazon (CPZ)の前立腺組織内への移行について
Author(s)岡村, 廉晴; 橋本, 博; 森川, 満; 西原, 正幸; 佐賀, 祐司; 八竹,直; 小山内, 裕昭; 山内, 薫




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
泌 尿 紀要35727-734,1989 727
Sulbactam (SBT) と Cefoperazon (CPZ) の
前立腺組織内への移行について
旭川医科大学泌尿器科学教室(主任:八竹
岡村 廉晴,橋 本 博,森 川





小 山 内 裕 昭*
深川市立総合病院泌尿器科
山 内 薫**
DIFFUSION OF SULBACTAM AND CEFOPERAZONE 
       INTO THE PROSTATIC TISSUE
Kiyoharu OKAMURA, Hiroshi HASHIMOTO, Mitsuru MORIKAWA, 
    Yuji Saga, Masayuki  NISHIMOTO and Sunao YACHIKU 
       From the Department of Urology, Asahikawa Medical College 
                    Hiroaki OSANAI 
        From the Department of Urology,Furano Kyoukai Hospital 
                     Kaoru YAMAUCHI 
        From the Department of Urology, Fukagawa City Hospital
   Diffusion of sulperazone (SBT) and cefoperazone (CPZ) into the prostatic tissue was studied 
in 20 cases. Two g of SBT/CPZ was injected intravenously and 1 hour later, prostatic tissue 
was obtained surgically and venous blood was drawn simultaneously. The serum concentration 
of CPZ (58.0 pg/ml +9.2) was higher than that of SBT (25.9 ug/m1±9.3) and the prostatic tissue 
concentration of CPZ (14.9 ug/m1±6.1) was higher than that of SBT (10.9pg/m±6.1). However, 
the SBT concentration ratio of prostatic tissue to serum level (P/S ratio) was significantly higher 
(42.5%) than that of CPZ (25.9%). The SBT concentration in the prostatic tissue was high 
enough to enhance the antibacterial activity of CPZ. SBT/CPZ was appraised to be an effective 
 chemotherapeutic agent for infections of prostate caused by susceptible organisms, especially 
by /3-lactamase producing bacteria. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 35: 727-734, 1989)
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す)は β一lactamaseに対 して 阻害 作 用 を 有 す るsul-
bactam(SBT)と,第三 世 代 のcephem系 抗 生 物 質
cefoperazone(GPZ)を,力価 比1:1の 割 合 で 含
有 してい る合 剤 で あ り,そ のお の お の の 化学 構 造 式 は


































































後速やかに血清を分離 し,同 じく 一20。Cに凍結保存
した,
岡村,ほか:SBT・CPZ・前立腺組織内移行
2.薬 剤 濃 度 の 測 定 法
SBTICPZの濃 度 測 定 は,そ れ ぞ れbioassay法1),
も し くは 高速 液 体 クPマ トグラ フ ィ ー(HPLC)法2)
に よ り,SBTお よびCPZに 分 け て行 な った.な お,
bioassay法お よびHPLC法 に よ る両 剤 の測 定 値 は
よ く一 致 した.
結 果
1.血 中 濃 度




この2薬 剤 の静 注1時 間 後 の 血 申 濃 度 は,CPZの
方 が有 意 に(p<0.01)高濃 度 に 維 持 され て い る こ とが
わ か った.2剤 の血 中 濃 度 の 比(s・SBTls-cpz)で
は20.5～77。1%(平均44.4%,SD=13.6)であ った.
2薬剤 の 血 中濃 度 につ い て の 回帰 直 線 を 求 め る とFig.
3の ご と くで あ り,相 関 係 数0.5469(pく0.05)であ
った.
2.前 立 腺組 織 内濃 度 と対 血 清 比(PISratio)
Oneshot静注1時 間 後 に 採 取 した 前 立 腺 組 織 内 濃
度 をFig.'1に,対 血 清 比 をFig.5に そ れ ぞ れ 示 し
た.SBTの 前 立 腺 組 織 内 濃 度 は,3.5～24.9μ919(平
均10.948μg/g,sD=6.073),cPzは4,48～29.9μg
/9(平均14.916μ9/9,sD=6・390)であ った・ この
2薬 剤 の静 注1時 間 後 の前 立 腺 組 織 内濃 度 は,CPZ
の方 が 有 意 に(p<0.05)高濃 度 で あ った.
前 立 腺 組 織 内濃 度 の対 血 清 比(PISratio)につ い











































































































































































育 阻止 濃 度 に達 してい る.
F量9.8Aは,SBT/CPZ29投 与 後1時 間 で の
CPZ濃 度 と β一lactamase高度産 生 臨 床 分 離株 に対
す るCPZ単 剤 投 与 時 のMIC80を 見 た もの で あ
る.E.coli,ProteusmirabilisやCephoximase
(CXase)型 β一1actamaseを産 生 す るProtetts
vutga「isでは,血 清 お よび 前 立 腺 組織 内濃 度 と もに,
充 分 な 抗菌 力 が 期 待 で きる レベ ルに 至 って い る.し か
し,CEPase型 の β一lactamaseを産 生 す るCitre-
baeterfreundii.PseudomanasaeruginosaやSerratia
marcescensでは,血 清 お よび前 立 線 組 織 内 濃 度 と も充
分 な 発 育 阻 止濃 度 に 達 して い ない,一 方,SBTICPZ
合 剤 に お け るMIC8013》 を 見 る と(Fig・8B),β一
1actamase産生 菌 に 対 す る 抗 菌 活 性 は 著 明 に 増 強 し
て お り,そ の傾 向は 高 度産 生菌 株 ほ ど著 し く,さ らに
CEPase型 β一1actamase産生 菌 株 に 対 して も有 効 阻
止 濃 度 に 達 して い る のが わ か る.
β一lactamase産生 の腸 内細 菌 群 やPseudomonas属
な ど多 くの菌 種 に対 して,CPZの 抗 菌 力 は 低 濃 度 の
SBTで 増 強 さ れ る こ とが知 られ て,お り2P9/mlの
SBT添 加 で確 認 され た 報 告14)があ る.Fig.7で 明 ら
か な よ うに,SBT/CPZ2g投 与 後1時 間 の前 立 腺 組
織 内 のSBT濃 度か ら,必 要 充分 な組 織 移 行 性 が 確 認
され た と言 え る.横 田 ら15)によれ ば,CPZに 比 較 し
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